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● GUMPERT      1.19.40    192.6km/h
● R500            1.20.20    185.1km/h
● CARRERA GT  1.23.30    184.3km/h
● 997 GT2        1.23.50    184.2km/h
● GT-R             1.23.60    181.0km/h

1.19.40    192.6
1.20.20   185.1
1.21.50    181.8
1.22.50    181.1
1.23.30    184.3
1.23.50    184.2
1.23.60    181.0
1.29.30    158.9 
1.30.00    162.2
1.30.20    165.4
1.31.00    161.6
1.33.60    154.4
1.33.80    149.9
1.34.00    154.4
1.34.20    154.4

CAR                    LAP TIME  PEAK
Gumpert Apollo S 
Caterham R500
Ariel Atom 3
Brooke Double R
Porsche Carrera GT
Porsche 997 GT2
Nissan GT-R 
Mitsubishi Evo X SST
Nissan 350Z
Subaru Impreza WRX STI
Honda Civic Type-R (JDM)
Ford Focus ST
Renault Megane dCi 175
Renault Clio Torophy
Renault Clio 197 Cup

Weapons grade driving thrills

R500 は、コリン・チャップマンの理論を追求した究極のマシンです。大パワーだけが速さへの近道と
は限りません。軽量であるが故の俊敏性、スポーティな操作性、シャープなハンドリングをこの　R500
が教えてくれます。余計な快適装備を排し、徹底した軽量化が図られた R500 は、他の　Superlight モ
デル以上に、まさに息を呑むスリリングなドライビングをお楽しみいただけます。

　旧ローバーＫシリーズエンジンを搭載し、0-60mph（0

～96km/hの加速）と0-100-0mph（0～160km/hの加速後、急

ブレーキで停止）の記録を塗り替えた初代R500は伝説と

なっています。そして今、最新技法と先端技術を駆使し、

新生R500は誕生したのです。

　ケータハムの中でも究極のハイパフォーマンスモデル

に位置するR500は、数多くの専用パーツと特注のオプシ

ョンパーツから構成されています。 カーボンファイバー

を多用し、軽量化された車体はわずか506kg、ボンネット

下には263馬力のハイパワーエンジンが収められています。 

その結果、ケブラー製レーシングシートに身を任せた瞬

間から、あなたの右足で1トン当たり520馬力の圧倒的な

パワーを操る快感を手にすることができるのです。2.88

秒で60mph（96km/h）まで達するその加速は別世界です。

　Superlightには、ケータハムが20年間ワンメイクレー

ス選手権のリーダーとして培った独自のモータースポー

のノウハウが取り入れられています。ケータハムは、これ

までに11カ国、700台以上の車とのレース経験があり、世

界で最も多くの車と対戦した1台です。ケータハムがレー

スから学んだ性能と安全に関する全てが、このSuperlight

の設計に反映されています。R500にオプションで設定され

る新型シーケンシャルギアボックスは、あらゆるケータハ

ムのレースカテゴリーのドライバー50人以上による徹底し

たテストが行われ開発されました。シフトダウンではクラ

ッチペダル操作を必要としますが、シフトアップではわず

かにスロットルを戻すだけでスムースなギアチャンジが可

能です。サーキットでタイムを縮める格好の武器となるで

しょう。

『真のドライビングスリル』と、

『圧倒的なサーキット走行性能』を

お求めのあなたに・・・

　R500の走行を終えたとき、その驚きを隠せませんでした。

信じられないほど速く、いたる所で限界かそれ以上の状態

にいるような感覚に襲われます。ストレートの加速時でさ

えそうなのです。車体後部は常に挙動を示しますが、コー

ナーの飛び込みでのアクセル操作やステアリング操作に素

早く反応し、車体は思い通りの正しいライン取りが可能で

す。1分20秒2のベストラップは 他のライトウェイトやス

ーパーカーにとって手強い水準となりました。ブレーキは

他車と比較してバランスが取れているとは言い難く、吸気

音は恐ろしく煩く、インダクションは小さなスポンジが取

り付けてあるだけです。

　ECUスペシャリストのECUTEKから貸し出された日産GT-Rは、

俊敏性を無視した1800kgもの車体を振り回すために473bhp

にチューニングされていました。しかし、1周目を終える

と太いブリヂストンのタイヤがその重い車体を支え、外気

温が25℃にもかかわらず全てのコーナーに4本の長いブラ

ックラインを残すことになったのです。

　GT-Rは運転するには決して重い車ではありません。

ステアリング操縦性はよく、デュアルクラッチが軽い

指先のパドルシフトを提供します。必要なのは正確に

それを誘導することです。本当に車量を感じさせるのは、

オーバースピードでコーナーに侵入したときテールが

流れ横向きの姿勢になったときです。後部タイヤはす

ぐに熱くなり、四輪駆動で前方に引っ張り続ける間、

素早い適度なステアリング操作を何度となく必要とし

ます。1分23秒6のベストラップはポルシェから遅れる

ことわずか0.1秒です。少なくとも、350Zの二倍以上の

価格は高いと言わざるを得ません。

　　　　　　　　　（英国車雑誌「EVO」2008年7月号より抜粋）

改装後間もない英国ベッドフォードにあるオートドローム（通称：ザ・ウエスト・サーキット）

にて、ラップタイム計測が行われた。小型クーペ（シビック、350Z、クリオトロフィー、クリオ

197）、ＧＴカー（GT-R）、ライトウェイト（アトム、ブルック、R500）、スーパーカー（アポロ

Ｓ、カレラGT、997GT2）の計11台が、1.8kmの高速テクニカルコースにチャレンジした。


